
学校番号 3009 

令和 5年度 工業科（電気系） 

 

教科 
工業科 
(電気系) 

科目 電力技術 単位数 ３単位 年次 
３年次 

(電子制御専科) 

使用教科書 電力技術１（実教出版），電力技術 2（実教出版） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 現在の私たちは電気なくしては生活が成り立ちません。電力技術では、その電気がどのように作

られ、私たちの所に届くのかを学習します。電力技術 1では、発電、送電、配電などの電力の供給

技術や電力運用の基礎的な技術を学んでいきます。また電力技術 2では、照明、電気加熱、電気化

学、電気鉄道等、さまざまな電力応用についても理解を深めていきます。 

 

2 学習の到達目標 

発電、送電、配電などの電力エネルギーの供給技術と、これらに使用されている電力施設・設

備の取り扱い、電力運用の基礎的な技術を理解させ、実際に活用する能力を育てる。照明や電気

加熱に関する基礎的な技術を理解させ、実際に活用する能力を育てる。 

自動制御やコンピュータによる制御に関する基礎的知識と技術を習得し、活用できる能力を身

 につける。さまざまな電力応用についても理解を深めさせる。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電力技術に関する知

識と技術に関心をも

ち，その習得に向けて

主体的に取り組むと

ともに，実際に活用し

ようとする創造的実

践的な態度を身につ

けている。 

電力技術に関する諸

問題の解決をめざし

て自ら思考を深め，知

識と技術を活用して

適切に判断し，創意工

夫をしながら，それら

を表現する能力を身

につけている。 

電力技術に関する基

礎的・基本的な技術

を身につけ，知識と

技術に基づいた合理

的な作業を計画し，

その技術を適切に活

用している。 

基礎的・基本的な知

識を身につけ，さま

ざまな電気現象や電

気技術を応用する能

力が身についてお

り，技術的に対応す

ることができる。 

・各種の公式を正し

く理解し，正確に計

算ができる。 

評
価
方
法 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
１
章 

発
電 

○エネルギー資源と電力 

○水力発電 

○火力発電 

○原子力発電 

○新しい発電方式 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

a: エネルギー資源に関心

をもち，その活用法につい

ての学習に取り組むこと

ができる。 

b: 発電所の各種の施設・

設備の名称とその機能が

理解できている。 

c: 新しい発電方式の種

類，およびそれぞれの発電

設備の特徴を理解してい

る。 

d: 各種の公式の意味を理

解し，正しい計算ができる。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

第
２
章 

送
電 

○送電方式 

○送電線路 

○送電と変電の運用 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

a: 送配電系統の構成，送電

のしかたなどを理解してい

る。 

b: 架空送電線路の特性，お

よび等価回路と電圧降下、

電気方式などを理解してい

る。 

c: 変電所の設備機器と機

能について理解できてい

る。 

d: 各種の公式の意味を理

解し，正しい計算ができる。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
３
章 

配
電 

○配電系統の構成 

○配電線路の電気的特性 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

a: 配電線路の構成，供給設

備容量，架空配電線路，地

中配電線路，配電線路の保

護や保安などに関心をも

ち，意欲的に学習に取り組

むことができる。 

b: 各種の低圧配電線路の

特徴について理解してい

る。 

c: 需要率，不等率，負荷率

などの公式の意味を理解

し，それぞれを計算するこ

とができる。 

d: 配電線路の保護や保安

の必要性を理解し，正しい

知識を身につけている。 

ノートの

提出 

考査評

価，課題，

学習活動

により評

価する。 

第
４
章 

屋
内
配
線 

○自家用電気設備 

○屋内配線 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a: 自家用電気施設と設備，

キュービクル式高圧受電設

備，保安の実務などに関心

をもち，意欲的に学習に取

り組んでいる。 

b: 高圧受電設備の単線結 

線図の図記号および略号、 

その機器の名称を理解し，

活用できる。 

c: 配電用電気機械・器具の

図記号を用いて屋内の配線

図が描くことができる。 

d: 構内電気設備の配線用

図記号について理解し，活

用できる。 

ノートの

提出 

考 査 評

価，課題，

学習活動

により評

価する。 

 

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

第
５
章 

電
気
に
関
す
る
法
規 

○電気事業法 

○その他の電気関係法規 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a: 電気事業法の目的を理

解し，その知識を身につけ

ており説明できる。 

b: 電気工作物を事業用，

一般用，および自家用の区

分について表現できる。 

c: 電気主任技術者の資格

とその責任範囲について

説明できる。電気工事士の

資格の種類と，その作業範

囲について理解している。 

d: 電気用品安全法の目的

を理解し，正しい知識を身

につけている。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

後
期 

第
６
章 

照
明 

      

（メ
ー
ク
接
点
・ブ
レ
ー
ク
接
点
と
ラ
ン
プ
制
御
） 

 

○光と放射エネルギー 

 

○光の基本量と測定法 

 

○光源 

 

○照明設計 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 光のエネルギー，点光源

の照度，面光源と輝度，光

の測定などに関心をもち，

意欲的に学習に取り組んで

いる。 

b: 光束と光度の関係およ

び照度との関係を考察で

き，その内容を正しく表現

できる。 

c: LED ランプや蛍光ランプ

の発光原理について、その

動作原理を表現できる。 

各種光源の構造，特徴，用

途について説明できる。 

d: 照明設計に必要な保守

率，照明率，室指数につい

て説明でき、照明設計がで

きる。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 



 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

第
７
章 

電
気
加
熱
（
電
熱
） 

 

○電熱の基礎 

 

○各種の電熱装置 

 

○電気溶接 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

a: 電熱の発生と伝達，電熱

用材料などに関心をもち，

意欲的に学習に取り組んで

いる。 

b: 熱の伝わり方を体験し

ており，熱について正しい

知識を身につけている。 

発熱体の種類と最高使用温

度について理解している。 

c: 電気炉，誘導加熱装置，

誘電加熱装置，赤外加熱装

置、電気溶接の基礎，アー

ク溶接，抵抗溶接などに関

心をもち，意欲的に学習に

取り組んでいる。 

d: ・誘電加熱は，高周波交

流電圧をかけ，電界による

加熱であることを説明でき

る。アーク溶接用電源には

垂下特性をもつ変圧器が必

要であることを考察でき

る。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

第
８
章 

自
動
制
御 

○自動制御の概要 

 

 

○シーケンス制御 

 

 

○フィードバック制御 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

a: 自動制御の概要，自動制

御の種類と構成などに関心

をもち，シーケンス制御と

フィードバック制御に大別

してその違いについて考察

し，説明できる。 

b: シーケンス制御回路の

自己保持回路，インタロッ

ク回路，時限動作回路，フ

リッカ回路などを理解し，

タイムチャートに従って回

路の動作を追うことができ

る。 

c: フィードバック制御の

分類，制御系の動作，伝達

関数とブロック線図，制御

系の特性，安定性判別と補

償などについて理解してい

る。 

d: シーケンス制御と比較

しながらフィードバック制

御の概要と，フィードバッ

ク制御システムの構成要素

や制御に関する専門用語を

理解している。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 



 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

第
９
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
制
御 

 

○コンピュータと制御 

 

○制御用コンピュータ 

 

○コンピュータによる制御 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: コンピュータ制御の構

成からコンピュータ本体と

インタフェース，アクチュ

エータ，センサとの関係を

理解し，正しく説明ができ

る。 

b: 制御用コンピュータの

特徴，入出力インタフェー

スの働き、入力制御装置や

出力制御装置について，そ

の動作の説明ができる 

c: アクチュエータの種類、

センサの種類を分類でき，

その活用例についての知識

がある。 

d: 制御用プログラミング

について理解し，入出力制

御に関する知識を身につけ

ている。 

ノートの

提出 

考 査 評

価，課題，

学習活動

により評

価する。 

 

第
１
０
章 

電
気
化
学 

 
 ○電池 

 

○表面処理 

 

○電解化学工業 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: 各種電池の取り扱い方

について理解し，用途など

に関する知識を身につけて

いる。燃料電池の発電原理

について考察し，的確に説

明できる。 

b: 一次電池，二次電池の形

状，起電力などの違いを判

断し，表現できる。 

c: 食塩水の電気分解、イオ

ン交換膜法、溶融塩電解、

アルミニウムの製造に関す

る基礎的知識を身につけて

いる。 

d: めっきの概要，電気めっ

きの種類，電解研磨，陽陰

極皮膜処理などの表面処理

に関心をもち，意欲的に学

習に取り組んでいる。 

ノートの

提出 

考 査 評

価，課題，

学習活動

により評

価する。 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

第
１
１
章 

電
気
鉄
道 

 

○電気鉄道の特徴と方式 

 

○鉄道線路 

 

○電気車 

 

○信号と保安 

 

○特殊鉄道 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 電気鉄道の特徴，電気方

式などに関心をもち，意欲

的に学習に取り組んでい

る。 

b: 緩和曲線，カント，スラ

ックなどの必要性について

考察し，説明ができる。電

気車の各種速度制御の原

理，それぞれの特徴を理解

している。電気ブレーキの

原理を理解できている。 

c: インピーダンスボンド

の機能について説明でき

る。信号機や各種の自動列

車の制御装置について理解

できている。 

d: 案内軌道輸送システム，

リニアモータカー，モノレ

ールなどの特徴を理解して

いる。 

ノートの

提出 

考 査 評

価，課題，

学習活動

により評

価する。 

第
１
２
章 

さ
ま
ざ
ま
な
電
力
応
用 

○ヒートポンプ 

 

○加熱調理器 

 

○静電気現象の応用 

 

○超音波とその応用 

 

○自動車への応用 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: ヒートポンプの原理を

理解し，エアコンについて

の知識を身につけている。

電子レンジや電磁調理器の

加熱原理を理解している。 

b: 電気集じんは静電気の

クーロン力によって実現で

きていることを説明でき

る。 

c: 超音波の性質，発生およ

び応用機器について理解で

きている。 

d: ハイブリッド自動車や

電気自動車などに関心をも

ち，電気自動車用の蓄電池

の性能、充電方法について

理解できている。 

ノートの

提出 

考 査 評

価，課題，

学習活動

により評

価 す 

る。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


